





































































られるものである（MacMahon, Helsen, Starkes, & Weston, 2007）。
　しかし、いくらレフェリーの熟練度を上げたとしても正確な判断をするのは困難な状況も




Bakker, Gerrits, Steinbrückner, & Beek, 2000; Oudejans, Bakker, Verheijen, Gerrits, Steinbrückner, & 








ショートカットすることが知られている（たとえば Fiske & Neuberg, 1990）。しかし、レフ
ェリーが不適切な情報を扱ってしまい、認知的なプロセスや決定を歪めることがある。






















式のグループステージ 48試合、ノックアウト方式の決勝トーナメント 16試合、計 64試合
が実施された。




























　2018年 3月の国際サッカー評議会の報告（The International Football Association Board, 
2018）では、VARを運用した実験について報告されている。報告によると、トップレベル
のゲーム 972試合を対象に、300試合で VARのレビューがなされ、69.1％の試合で VARの
介入がなかった。VARによるチェックがなされたインシデントは 4,720件、1試合平均 4.86
件が該当した。ここでチェックとは、ゲーム中に VARによる介入がなかったケースを指す。





　VARによるレビューがなされたのは 18試合 20件、全試合の 28.1％だった。FIFAによる
と VARによるチェックがなされたインシデントは 455件、1試合につき平均 7.1件が VAR
Table 2．VAR によるレビューがなされたインシデント
マッチナンバー インシデント VAR前のジャッジ VAR後のジャッジ
5 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
6 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
10 レッドカード ノーファウル ファウル
12 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
21 警告などの選手の間違い 選手 A 選手 B
22 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
24 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
25 ペナルティーキック ファウル ノーファウル
34 ペナルティーキック ファウル ファウル
35 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
35 レッドカード ノーファウル ファウル
35 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
36 ゴール ゴール ノーゴール（オフサイド）
39 ペナルティーキック ノーファウル ノーファウル
42 ペナルティーキック ファウル（エリア内） ファウル（ペナルティー
エリア外）
43 ゴール ノーゴール（オフサイド） ゴール
44 ペナルティーキック ノーファウル ノーファウル





64 ペナルティーキック ノーファウル ファウル
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マッチナンバー インシデント 結果 得点の詳細
5 ペナルティーキック 成功 先制点
6 ペナルティーキック 失敗 先制点
12＊ ペナルティーキック 成功 先制点
22＊ ペナルティーキック 成功 同点
24 ペナルティーキック 失敗 詰める点
25 ペナルティーキック ファウル取り消し
34 ペナルティーキック 失敗 同点
35 ペナルティーキック 失敗 追加点





































5 58 0 ─ 0 成功
6 44 0 ─ 0 失敗
12 65 0 ─ 0 成功
22 38 0 ─ 1 成功
24 81 0 ─ 2 失敗
34 41 0 ─ 1 失敗
35 49 1 ─ 0 失敗
35 90＋3 0 ─ 1 成功

















1 73 0 ─ 3 成功
3 4 0 ─ 0 成功
5 62 0 ─ 1 成功
7 64 1 ─ 1 失敗
8 71 1 ─ 0 成功
14 35 0 ─ 1 成功
16 6 0 ─ 0 成功
28 26 0 ─ 0 成功
29 6 0 ─ 0 成功
30 22 1 ─ 0 成功
30 45＋1 3 ─ 0 成功
34 45＋6 0 ─ 1 成功
39 51 0 ─ 1 成功
40 76 0 ─ 1 成功
42 90＋3 1 ─ 2 失敗
44 62 1 ─ 0 成功
50 13 0 ─ 0 成功
51 41 0 ─ 1 成功
52 110 1 ─ 1 失敗
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Outcomes of VAR and investigation of incidents: the case of the 2018 FIFA World Cup
ABE Kenta
　In sports there are many instances where decisions requiring appropriate selection are made, however 
sufficient processes are not always adopted by those involved. In the case of referees, the requirement of 
judging whether the players’ actions are within the rules can sometimes lead to mistaken calls. Instant 
replay has been adopted in various sports as a measure to prevent such mistakes. In this study, we observed 
incidents reviewed by video assistant referee（VAR）at the 2018 FIFA World Cup and analyzed the 
tendencies of misjudgments revealed by VAR. Moreover, we investigated the psychological factors which 
cause the referee to commit misjudgments. In the analysis, we surveyed data from 64 games（matches 
reviewed by VAR, incidents reviewed by VAR, results reviewed by VAR, incident occurrence times）. From 
these, 20/455 incidents were reviewed by VAR. Review by VAR often resulted in changes to foul calls in 
incidents where the referee had judged there to be none. In addition, penalty kicks determined by VAR 
occurred more frequently at the end of the game, with no difference between the score. Although no 
statistically significant difference was observed, it is presumed through VAR questionable incidents were 
able to be resolved.
　Key Words: Decision, Rule, Instant replay, Referee mistake, Soccer
